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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は微生物によるビタミン代謝の中で特にビタミン B 6およびパントテン酸の糖誘導体の生成に関

する詳細な研究結果を取 りまとめたものである｡

ビタミンB6の中で pyridoxineから4'または5'位にglucosel 分子が結合した pyridoxineglucoside

(PIN-G)が Sarcinalutea によって生成することは指摘されていたが, 著者は広 く微生物中にPIN-G生

成能のある菌株を検索してかび,酵母,細菌にその生成を認めた｡ 特に生成能の強力であったMicrococcus

に属する菌株を選び, その生成条件を詳細に検討したところ, 培地に添加したpyridoxineの90%がPIN-

G となることを明らかにしたO また本菌の PIN-G 生成酵素は sucrose,maltoseによって誘導生成され

ることおよび本酵素を- 単たんぱく質まで精製してその諸性質を明らかにした｡ その結果本酵素は一種の

α-glucosidaseであり, 糖供与体としては sucrose,maltose,phenyLα-glucoside, 糖受容体としては py･

ridoxineのみが有効であり, pyridoxal,pyridoxarr)ineあるいは pyridoxicacidは無効であることを明

らかにした｡ さらに PIN-G を精製しその生理活性, 紫外線に対する安定性, 家兎赤血球への移行性な

どについても詳細な検討を加えた｡

パントテン酸については著者は各種の酵母の菌体がパントテン酸と maltoseが存在すると新しいパン

トテン酸の誘導体を生成することを認めた｡ その中で誘導体生成能の強力である Sporobolomycescoral･

ltformisを使用してパントテン酸誘導体を生成せしめ, 本物質を単離し各種の物理化学的性質および本物

質が 針glucosidaseの作用を受けず, α-glucosidaseによって1分子のパントテン酸とglucoseに分解さ

れることから本物質の構造を下式のようにパントテン酸の4'または2'位, おそらく4'位に glucoseがα

結合した物質であると推定した｡
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4し0-(α-D-glucopyranosyl)-D-pantothenicacid

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

:Maltoseや sucroseを炭素源として Sarcinaluteaの培養中に pyridoxineを添加するとpyridoxine

glucoside(PIN-G)が生成することは知られていたがその詳細については不明であった｡

著者は PIN-G 生成能がかび, 酵母, 細菌に広 く分布していることを認めた｡ その中で Micrococcus

に属する- 菌株が特に強力なPIN-G生成能を有し, 培地中に添加した pyridoxineの90%が PIN-G と

なることを兄いだし本菌を使用して PIN-G生成酵素の検討を行なった｡ 本酵素を単一たんぱく質まで精

製してその諸性質を明らかにした｡ 本酵素は sucrose,maltoseによって誘導生成される一種の α一gluco･

sidaseであり, 糖供与体としては sucrose,maltose,phenyLα一glucoside, 糖受容体としては pyridoxine

のみが有効でありその他のビタミン B6化合物, すなわち pyridoxal,pyridoxamine,pyridoxicacidは

受容体となり得ないことを明らかにした｡

さらにパントテン酸については maltoseで培養した Sporobolomycescoralliformisの菌体と maltose

およびパントテン酸を共存せしめると新しいパントテン酸誘導体が生成することを認めた｡ 本物質を精製

して各種の理化学的性質 および α一glucosidaseによって分解されることから本物質を 4′(2′)-0-(α-I)-

glucopyranosyl)-D-pantothenicacidと同定した｡

最近特殊な乳酸菌の発育素として トマ ト汁や植物組織中にパントテン酸の4'位に glucose l 分子が β

結合した物質が報告されたが, α結合した本物質は著者によってはじめてみいだされた物質である｡

さらに本物質の微生物活性についても検討を加えている｡

以上のように本論文は微生物によるビタミン B 6およびパントテン酸の糖誘導体の生成について新しい

多 くの知見を加えたもので醇酵生理学, ビタミン学に寄与するところが大きい｡

よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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